
電気用品安全法の解釈　－　対象非対象関係

平成１３年２月６日　製品安全課

商品名等
（電気用品名等）

試験機

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　材料等の加圧又は引っ張り試験用の機器である。試験・研究機関及び教育現場等
で使用される。
　

○構造、仕様、意匠
　最大荷重又は引っ張りが２．５ｋＮで、荷重能力に応じた複数のモデルからなる。
卓上型。
　寸法等はモデルにより異なるが、重量は３５～４３ｋｇ、高さは７５０～
１，５５０㎜である。
　　定格：１００－１１５Ｖ、５０／６０Ｈｚ
　
○ 主な使用者、販売先
試験・研究機関、教育現場等。

２　対象・非対象の解釈

　非対象として取り扱う。

（理由）
　試験又は評価のための測定器であり、工具には該当しないことから、電気用品安
全法上は、非対象として取り扱うのが妥当と判断する。


